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公益財団法人 北海道市町村振興協会 

060-0004  札幌市中央区北 4条西 6丁目 2番地 北海道自治会館 6階 
電話:011-232-0281  ホームページ:https://www.do-shinko.or.jp/ 

 

協会事業のお知らせ 
 

令和２年度事業報告及び決算報告について 
書面決議による令和３年度定時評議員会において、令和２年度事業報告及び決算の承認を受

けました。令和２年度事業・決算報告については、当協会ホームページに掲載していますので、

ご覧ください。 

掲載ＵＲＬはこちら→https://do-shinko.or.jp/disclosure/information/ 

 

令和３年度の研修支援事業・助成事業の決定について 
令和３年度の研修支援事業及び助成事業について、６月中に書面で開催した助成金審査会に

おいて審査を行い、次のとおり支援、助成対象事業を決定しました。 

事業区分 申請状況 支援・助成決定額 

◇地域づくりセミナー開催支援事業 72 件 18,564 千円 71 件 18,447 千円 

◇市町村職員まちづくり研修会開催支援事業 35 件 9,068 千円 35 件  9,068 千円 

◇いきいきふるさと推進事業助成金 184 件 177,120 千円 175 件 166,490 千円 

◇先駆的調査・実証プロジェクト推進事業助成金 17 件 66,924 千円 9 件 41,040 千円 

   

 

 

２０２１年 北海道市町村長交流セミナーについて 
 

  ２０２１年北海道市町村長交流セミナーを次のとおり開催します。 

 

日 時  令和３年８月 26 日（木） 13：30～16：50 

  会 場  ホテルポールスター札幌２階 「ポールスターホール」 

  対 象  道内市町村長及び北海道幹部職員等 

  講 演Ⅰ 演 題「自治体行政に活かす脳科学」 

講 師  養老 孟司 氏 （解剖学者・東京大学名誉教授） 

  講 演Ⅱ 演 題「発展する大地・北海道と未来を拓く道総研」 

講 師  田中 義克 氏 （（地独）北海道立総合研究機構理事長、前トヨタ自動車北海道社長） 

 

    注：新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、今年は「交流の夕べ」を実施しません。 

セミナーについても感染状況等により、開催を中止する場合があります。 

 

 

いきいき通信 

Ｔｏｐｉｃｓ 

北海道市町村振興協会 



◆市町村振興宝くじ（サマージャンボ）市町村交付金交付のお知らせ◆ 

市町村振興宝くじ（サマージャンボ）交付金について、本年度から、市町村が発行する広報誌

等にサマージャンボ宝くじの広告を掲載した場合、交付額に１０万円を加算します。 

また、交付時期は、７月末から 10月下旬へ変更となりました。 

 
 
 

市町村政策情報誌「プラクティス」第 35 号を５月に発行しました。本号は「空き家対策―人

口減少時代の負動産問題」を特集テーマとして、全道で増加を続ける空き家をめぐる多様な課題

や道内外の市町村による対策、利活用に向けた取組等を紹介しているほか、有識者や対策の第一

線で活躍している市町村職員や事業者等のインタビューを掲載しています。 

９月発行予定の第 36 号は「気候変動時代を生き抜く（仮題）」をテーマとして、地球温暖化

に伴う気温や海水温の上昇に伴う農水産業への影響、激甚化する気象災害への備えとともに、市

町村による温室効果ガス削減に向けた取組、積雪寒冷地である本道の気候特性を活かし、地域活

性化に結び付けるための新たな方策について、専門家のインタビューと記事でご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

と の２種類！！ 

発売期間は７月１３日から８月１３日まで 

ジャンボは１等前後賞合わせて７億円、 

ミニは１等前後賞合わせて 5,000 万円 

パソコンやスマートフォンからもインターネット購入できます！ 

詳しくはこちら→https://www.takarakuji-official.jp/ 

宝くじ情報 

市町村政策情報誌プラクティス第 36 号は「気候変動」を特集 


